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第

号
９１

「

年
前
の
蝶
の
ブ
ロ
ー
チ

Ⅰ
」

４０

そ
の
頃
、
父
は
毎
日
の
よ
う
に
都
内
の
デ
パ
ー
ト
に
出
勤
を
し
て

い
た
。
極
端
な
高
所
恐
怖
症
の
父
は
二
階
以
上
は
上
が
れ
な
い
。
が
、

都
合
よ
い
こ
と
に
目
当
て
の
売
場
は
ど
こ
も
正
面
入
口
に
近
か
っ
た
。

妹
の「
蝶
の
ブ
ロ
ー
チ
」が
父
の
収
集
癖
に
火
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
の

だ
。銀

座
・
新
宿
・
渋
谷
・
池
袋
と
、そ
の
日
の
コ
ー
ス
が
決
ま
る
と
嫌

が
る
母
を
連
れ
、
女
性
客
が
集
ま
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
売
場
に
直
行

し
、
躍
起
に
な
っ
て「
蝶
の
ブ
ロ
ー
チ
」
を
買
い
求
め
て
い
る
の
だ
。
集

や

つ

き

め
た
勝
利
品
を
自
慢
し
た
い
父
は
、
一
つ
ず
つ
見
せ
る
の
は
面
倒
だ

と
、
標
本
箱
（
ド
イ
ツ
箱
）に
虫
ピ
ン
で
ブ
ロ
ー
チ
を
止
め
、
蝶
の
昆

虫
標
本
の
よ
う
に
し
て
皆
を
驚
か
せ
ご
満
悦
だ
っ
た
。

し
か
し
段
々
箱
が
か
さ
ば
り
始
め
、や
は
り
蝶
ブ
ロ
ー
チ
専
用
の

今
度
は
収
納
ケ
ー
ス
が
必
要
と
な
っ
た
。
蝶
ブ
ロ
ー
チ
を
探
し
な
が

ら
、
道
具
屋
に
も
足
を
運
ぶ
と
い
う
、
仕
事
ど
こ
ろ
で
は
な
い
多
忙

な
日
々
を
、
可
哀
想
に
父
は
送
る
は
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

あ
る
日
意
気
消
沈
し
て
父
が
帰
宅
し
た
の
で
、
疲
れ
切
っ
た
母
に

訳
を
聞
く
と「
今
日
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
蝶
は
未
入
荷
だ
と
言
う
の
。

毎
回
毎
回
あ
る
物
全
部
買
う
の
で
、
き
っ
と
挙
動
不
審
の
有
名
人

に
な
っ
た
の
だ
」と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
他
人
事
の
よ
う
に
呆
れ
顔

ひ

と

ご

と

で
話
す
。

高
価
な
宝
石
入
り
か
ら
、
少
女
趣
味
的
な
蝶
ブ
ロ
ー
チ
ま
で
、
集

め
た
数
は
五
〇
〇
点
を
下
ら
な
い
。
江
戸
物
の
か
ん
ざ
し
用
桐
箪

笥
ま
で
手
に
入
れ
た
父
の
情
熱
は
そ
の
日
を
境
に
急
に
下
火
と
な

り
、い
つ
の
間
に
か
外
出
す
る
こ
と
さ
え
も
稀
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
れ

館
長

鷹
山

ひ
ば
り



2

総
会
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
理
事
・
監
事
の
改

選
が
行
わ
れ
、
理
事
１
名

が
交
代
し
ま
し
た
。

ま
た
総
会
終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
役
員
会
に
お
い

て
、
会
長
、
副
会
長
が
再
任

さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
体
制
が
整
い
ま
し

た
。本

年
度
も
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
い
間
役
員
を
務
め
ら
れ
た
附
田
豊
寿

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鷹
山
宇
一
画
集
（20

1
4

年
版
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
十
和
田
湖
奥
入
瀬
子
ノ
口
大

瀧
」
（

頁
）
、「
奥
入
瀬
渓
流
・
白
布
の
滝
」

15

（10
3

頁
）
を
見
た
い
と
思
い
数
年
ぶ
り
に
奥

入
瀬
渓
流
を
訪
れ
ま
し
た
。

八
戸
市
か
ら
六
戸
町
、
十
和
田
市
街
地

を
通
り
、
十
和
田
湖
温
泉
郷
に
入
り
、
奥

入
瀬
川
に
架
か
る
十
和
田
橋
を
渡
り
最
初

の「
緑
の
ト
ン
ネ
ル
」
（
写
真
：
左
）
を
通
り
抜

け
る
と
き
、
奥
入
瀬
渓
流
に
き
た
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。

十
和
田
湖
か
ら
流
れ
出
る
唯
一
の
河
川

が
奥
入
瀬
川
。
湖
岸
子
の
口
か
ら
焼
山
に

架
か
る
十
和
田
橋
ま
で
の
約

㎞
が
明
治

14

の
文
人
・
大
町
桂
月
が「
住
ま
ば
日
本
（
ひ
の

も
と
）
遊
ば
ば
十
和
田

歩
き
ゃ
奥
入
瀬

三
里
半
」
と
う
た
っ
た
奥
入
瀬
渓
流
。

奥
入
瀬
渓

流

に
は
、
本

流
に
か
か
る

唯
一
の
滝
・
銚

子
大
滝
（
注
）

を
始
め
渓
流

沿

い
に
は
多

数
の
滝
が
点

画
集
を
携
え
て

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

在
し
て
い
る

こ
と

か

ら

「

瀑

布

街

道
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

五

月

晴

れ

の
天

気

に
誘
わ
れ
て

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
て
、
石
ケ
戸

等
、
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
近
く
の
路
上
駐
車
ス
ペ

ー
ス
は
、
何
処
も
満
車
状
態
だ
っ
た
の
で
目

的
地
の
白
布
の
滝
、
銚
子
大
滝
に
駐
車
で
き

る
か
不
安
で
し
た
が
、
両
方
と
も
運
良
く
出

発
す
る
方
が
い
た
の
で
駐
車
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

帰
宅
し
て
撮
影
写
真
と
画
集
を
見
な
が

ら
、
様
々
な
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い

る
と
き
、
白
布
の
滝
に
描
か
れ
て
い
る「
蝶
」

が
気
に
な
り
、
制
作
年
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
子
の
口
大
瀧
は
１
９
３
３
年
、
画
伯
25

歳
、
白
布
の
滝
は
１
９
９
０
～
９
８
年
頃
で

す
か
ら
、
画
伯

歳
～

歳
、
晩
年
の
頃
の

82

90

作
品
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

奥

入

瀬

渓

流
の
数
あ
る
滝

の
中
か
ら
、
晩

年
の
画
伯
が
何

故
、
白
布
の
滝

を
選
び
、
蝶
を

描
き
こ
ん
だ
の

だ
ろ
う
か
な
ど

と
、
所
詮
わ
か

ら
ぬ
ま
で
も
あ

れ
や
こ
れ
や
と

思
い
を
巡
ら
し

な
が
ら
画
集
を

携
え
て
森
林
浴

と
滝
め
ぐ
り
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
一

日
に
感
謝
。

注
：
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
奥
入
瀬
川
に
か
か
る

滝
で
、
子
の
口
の
滝
と
も
呼
ば
れ
る
。
（
青
森
県
百

科
事
典
）

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会

会
員

照
井
壽
一
（
八
戸
市
）

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
平
成

年
度
通
常
総
会
が
６
月

30

日
開
催
さ
れ
、
平
成

年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
並
び
に

9

29

収
支
計
算
書
及
び
平
成

年
度
剰
余
金
処
分
案
、
平
成

年
度

29

30

事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
員
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）

等
全
て
の
承
認
議
案
が
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
通

常
総
会
議
案
書
を
別
添
の
通
り
同
封
致
し
ま
す
。

鷹 山 宇 一 記 念 美 術 館 友 の 会

平成３０年度通常総会開催

議案審議風景

平成３０・３１年度
新役員紹介

会 長 下山恭美子（再任）
副 会 長 奥山 雅子 （再任）
事務担当 戸舘 榮一 （再任）
会報担当 照井 壽一 （再任）
理 事 小川 展子 （再任）
理 事 小林 光子 （再任）
理 事 小向 愼 （再任）
理 事 葛原 隆男 （再任）
理 事 山本 洋一 （再任）
理 事 天間 孝栄 （新任）
監 事 工藤喜代子（再任）
監 事 田中 淳 （再任）
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７
月
１
４
日
（
土
）
か
ら
特
別
展
「
漫
画
界

の
レ
ジ
ェ
ン
ド 
松
本
零
士
展
」
を
開
催
し

ま
す
。『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』『
銀
河
鉄
道
９

９
９
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
松
本
零
士
先
生
は
、

地
球
環
境
や
宇
宙
開
発
な
ど
、
早
く
か
ら
人

類
の
未
来
像
を
テ
ー
マ
に
SF
漫
画
を
描
き
、

私
た
ち
に
夢
と
ロ
マ
ン
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。
２
０
１
２
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

よ
り
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ

リ
エ
を
授
章
し
、
２
０
１
３
年
９
月
に
は
３D

ア
ニ
メ
・
宇
宙
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ

ク
が
世
界
７
８
ヶ
国
で
上
映
さ
れ
る
な
ど

多
く
の
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

本
展
覧
会
で
は
、
１
５
歳
で
漫
画
家
デ
ビ

ュ
ー
し
て
か
ら
現
在
の
仕
事
に
至
る
ま
で

の
足
跡
を
年
代
順
に
資
料
や
原
画
を
交
え

て
展
示
し
ま
す
。 

         

 
 

 
 

１
９
７
７

年
か
ら
１
９

８
１
年
に
か

け
て
、
少
年

画
報
社
「
少

年
キ
ン
グ
」

に
て
、
連
載

さ

れ

ま

し

た
。
こ
の
作

品
で
小
学
館
漫
画
賞
を
受
賞
し
、
松
本
零

士
氏
の
代
表
作
と
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
化
や
劇
場
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、
『
宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
と
と
も
に
大
人
気
ア
ニ

メ
と
な
り
ま
し
た
。 

        

↑ 

松
本
先
生
の
漫
画
に
登
場
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
中
で
も
、
絶
大
な
人
気
を
誇

る
「
メ
ー
テ
ル
」
。
松
本
先
生
の
描
く
美

人
画
の
代
表
格
と
も
言
え
ま
す
。 

 
 

１

９

７

７

年

か

ら

１

９

７

９

年

に

か

け

て

プ

レ

イ

コ

ミ

ッ

ク

に
て
連
載
。
連
載
開
始
の
１
０
０
０
年
後
の

西
暦
２
９
７
７
年
と
い
う
未
来
を
舞
台
に

し
、
地
球
侵
略
を
た
く
ら
む
異
星
人
マ
ゾ
ー

ン
と
ハ
ー
ロ
ッ
ク
た
ち
宇
宙
海
賊
の
戦
い

を
描
い
た
作
品
。
２
０
１
３
年
に
は
世
界
７

８
ヶ
国
で
ハ
ー
ロ
ッ
ク
の
３D
ア
ニ
メ
が
上

映
さ
れ
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。 

  

『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』『
男
お
い
ど
ん
』
な

ど
人
気
漫
画
の
漫
画
原
稿
、
セ
ル
画
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
松
本
零
士
先
生

の
幼
少
時
代
、
学
生
時
代
な
ど
の
秘
蔵
写

真
も
公
開
し
ま
す
。
貴
重
な
資
料
の
数
々

は
必
見
で
す
！ 

      

 

漫
画
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド 

 

松
本
零
士
展 

会
期
７
月
１
４
日(

土)

～
９
月
９
日
（
日
）

＊
会
期
中
無
休 

入
館
時
間
午
前
１
０
時
～
午
後
５
時
３
０

分
（
閉
館
は
１
８
時
） 

入

館

料
一
般
８
５
０
円
、
高
校
・
大
学
生

４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円 

 

松
本
零
士
サ
イ
ン
会 

 

８
月

１
２
日
（日
） 

１
４
時
～ 

限
定
１
０
０
名 

 

◎
整
理
券
は
当
日
、
開
館
１
０
時
よ

り
、
図
録
購
入
の
方
に
順
次
配
布
し

ま
す
。 

 

―
次
回
特
別
展
― 

漫
画
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド 

松
本
零
士
展 

【松本零士先生】 

◆
銀
河
鉄
道
９
９
９ 

◆
宇
宙
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
―
ロ
ッ
ク 

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト 

代
表
作
品
の
ご
紹
介 

他
に
も
・
・
・ 

↑「時の環の接する処」 

↑
「
宇
宙
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」 

（
漫
画
表
紙
絵
） 

↑「宇宙戦艦ヤマト」（表紙絵） 

 

©松本零士 

↑「銀河鉄道 999(セントエルモ)の火龍）」 
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日
本
人
に
と
っ
て
の
桜 

   

７
月
１
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
の
特
別
展

「
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ
ー
成
川
美
術

館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
。
本
展
は
現
代
日
本
画

の
最
高
傑
作
収
集
で
知
ら
れ
る
、
成
川
美
術

館
か
ら
、
桜
、
花
し
ょ
う
ぶ
を
描
い
た
作
品

を
中
心
に
お
借
り
し
、
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

           

  
 

会
期
中
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
・
鷹
山
美
緒

さ
ん
に
よ
る
プ
チ
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
誰
も
が
知

っ
て
い
る
日
本
古
謡

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

や
「
ふ
る
さ
と
」
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支

援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
な
ど
、
全
７
曲
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
一
緒
に
口
ず
さ
め

る
よ
う
な
曲
が
多
く
、

お
客
様
の
歌
声
も
聞
こ

え
て
き
て
、
と
て
も
素

敵
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

り
ま
し
た
。 

   

６
月
１
６
日
（
土
）
八
戸
学
院
大
学
短
期

大
学
部
客
員
教
授
の
三
村
三
千
代
先
生
に

よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。
演
題
は

「
日
本
人
と
桜
」
。

今
回
も
沢
山
の
お

客
様
が
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
内

容
は
大
き
く
分
け

て
三
つ
。
①
日
本
人
に
と
っ
て
の
桜
②
和
歌

に
読
ま
れ
た
桜
③
桜
の
楽
し
み
方
「
枕
草
子
」

か
ら
。
三
村
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
で
、

会
場
の
お
客
様
も
楽
し
そ
う
な
様
子
で
先

生
の
お
話
し
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

            

●
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
「
桜
」
の
モ
チ

ー
フ
が
と
て
も
好
き
で
す
。
作
者
の
方
々
の

い
ろ
ん
な
感
性
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
菖
蒲
の
花
の
ま
っ
す
ぐ
な
立
ち
姿
、

色
の
鮮
や
か
さ
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
五
戸
町
・
女
性
】 

●
前
回
の
成
川
美
術
館
展
も
楽
し
め
ま
し

た
が
、
今
年
は
特
に
一
気
に
暖
か
く
な
り

花
々
が
一
瞬
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

観
桜
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

心
が
安
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
八
戸
市
・
４
０
代
】 

●
雄
大
で
美
し
い
。
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。     

【
八
戸
市
・
６
０
代
女
性
】 

●
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
是
非
見
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
大
変
満
足
で

し
た
。
今
日
は
い
い
夢
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
八
戸
市
・
６
０
代
男
性
】 

●
「
お
花
見
に
行
か
な
く
て
も
い
い
！
」
と

い
う
ほ
ど
満
足
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

【
八
戸
市
・
６
０
代
】 

●
桜
の
季
節
に
合
わ
せ
、
音
楽
の
流
れ
に
も

癒
さ
れ
、
い
い
雰
囲
気
の
中
で
じ
っ
く
り
鑑

賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

心
の
栄
養
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

【
五
戸
町
・
７
０
代
女
性
】 

●
桜
の
花
び
ら
一
枚
一
枚
が
す
ご
く
細
か

く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
青
森
市
・
１
０
代
女
性
】 

●
桜
の
展
示
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
今
回
は
花
し
ょ
う
ぶ
も
あ
り
、
桜
の
華

や
か
さ
と
は
ま
た
違
っ
た
凛
と
立
つ
姿
の

美
し
さ
に
感
動
！ 

   

【
八
戸
市
・
７
０
代
】 

●
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
五
所
川
原
市
・
７
０
代
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

桜・さくら・花しょうぶ 
－成川美術館コレクション－ 

Report 

開
催
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

ソ
プ
ラ
ノ 

プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト 

お
客
様
か
ら
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

三
村
三
千
代
氏
講
演
会 

ま
だ
ま
だ
、
ご
紹
介
し
き
れ
な
い
お
客
様
か

ら
の
温
か
い
メ
ッ
セ
―
ジ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
よ

う
で
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

左から、青森放送株式会社代表取締

役社長山本恒太様、七戸町長小又勉

様、七戸町議会議長田嶋輝雄様、当

財団理事長新谷勝弘 
鳥山玲「萌」 
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【いざ、年賀状展示会場へ】・・・ 

  
  

 
 

「
美
術
館
あ
ー
と
く
ら
ぶ
」
で
は
、
平
成
２９
年

度
最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
し

よ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
教
室
の
様
子
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 

★
☆ 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
し
よ
う
☆
★ 

 

３
月
２４
日
（
土
）
は
、
「
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
を
し
よ
う
」
で
す
。 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
は
、
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
を
特
殊
な
糊
で
貼
り
付
け

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー

ナ
プ
キ
ン
は
２
～
３
枚
重
な
っ
て

で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
使
う

の
は
絵
柄
が
印
刷
さ
れ
た
一
番
上

の
部
分
。そ
の
た
め
薄
い
紙
を
一
枚
一
枚
慎
重
に
剥

い
で
い
き
ま
す
。思
う
よ
う
に
剥
ぐ
こ
と
が
出
来
な

い
時
は
、
隣
同
士
協
力
。
最
後
は
破
け
な
い
よ
う
に

丁
寧
に
糊
で
貼
り
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
完
成
で
す
。 

出
来
上
が
っ
た
作
品
に
皆

さ
ん
ご
満
悦
。
自
分
の
作
品
を

身
に
つ
け
て
い
る
と
、
見
た
人

に
「
ど
こ
で
買
っ
た
の
？
」
と

聞
か
れ
る
な
ど
嬉
し
い
声
も

頂
き
ま
し
た
。 

     

 

  

    

 

 

さ
く
ら
展
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
回
目 

 

４
月
３０
日
（
月
）
は
、
「
パ
ス
テ

ル
で
咲
か
せ
る
桜
」
。 

講
師
は
佐
伯
知
美
氏
で
す
。 

 

今
回
の
パ
ス
テ
ル
画
は
、
簡
単
な
の

に
素
敵
な
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
で
す
。
ま
ず
、

紙
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
を

塗
っ
て
い
き
ま
す
。
大
き
さ
の
違
う
３

枚
の
桜
の
花
び
ら
が
型
抜
き
さ
れ
て
い

る
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
の
上
か
ら

練
り
消
し
で
色
を
抜
い

て
い
き
ま
す
。
花
び
ら

を
組
み
合
わ
せ
桜
を
表
現
し
て
完
成

で
す
。 

 

花
の
配
置
に
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
が
、
型
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

絵
を
描
く
の
が
苦
手
な
方
も
簡
単
に

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

さ
く
ら
展
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
回
目 

 

 

６
月
１０
日
（
日
）
は
「
ク
イ
リ
ン

グ
で
つ
く
る
花
菖
蒲
」
。 

講
師
は
佐
伯
知
美
氏
で
す
。 

 

ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
と
は
、
細
長

い
紙
を
く
る
く
る
丸
め
て
パ
ー
ツ
を

作
り
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
い
ろ
ん
な

形
に
仕
上
げ
て
い
く
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
す
。ク
イ

リ
ン
グ
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
修
道
女
が
聖
書

製
本
で
余
っ
た
貴
重
な
紙
を
鳥
の
羽
軸
で
巻
き
飾
っ

た
こ
と
が
起
源
と
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。実
際
に
制
作
し
て
み
る
と
細
か
い
作
業
で
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
最
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
素
敵
な
菖
蒲

が
咲
き
乱
れ
ま
し
た
。 

平成２９年度 
「美術館アートクラブ」に
参加された方は、総人数113
名でした。参加くださいま
した皆様、楽しいひととき
をありがとうございまし
た。そして、これからもよろ
しくお願い致します。 

東京都美術館に「板院展」を見に行ってきました！！ 
実は・・・ 

Ｈ29年度に行ったワークショップ 
「年賀状木版画」の参加者10名の作品が会場に！！ 

◄ 板画院展の一角に年賀状のブースが
ありました。 

▲参加した小学生の作品です。 

（全員入選です） 

▲参加した一般の作品です。 

（全員入選です） 

藤 谷 芳 雄 氏 
第 68回板院展にて 

【下澤木鉢郎賞】受賞！ 

 

毎
年
、
年
賀
状
木
版
画
教

室
で
講
師
を
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
日
本
板
画
院
青
森

支
部
長
の
藤
谷
芳
雄
氏
が
第

６８
回
板
院
展
に
て
「
下
澤

木
鉢
郎
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

【ＷＳのお知らせ】 
 

松本零士展開催中のワークショップ
日時決定！ 
 

８月１１日（土） 
９月 ２日（日） 

 
内容は決まり次第ＨＰにて 
お知らせいたします。 
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▲皆さん、観音様は見つ

けられましたか？！ 

▲張間さんが、美術館前から

公開生中継！！ 

 八郎さん、筋野さ～ん 

▲ソプラノで歌う日本

の歌に涙する人も 

 
美 
術 

館 

日 

誌 
 

◆
４
月
◆ 

▼
１
日
（
日
）
辞
令
交
付
式 

▼
２
日
（
月
）
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ
展 

RAB
山
本
社
長
開
催
式
出
席
依
頼 

（
館
長
／
青
森
） 

▼
４
日
（
水
）
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ
作
品
搬
入 

（
東
京
マ
ル
イ
美
術
） 

▼
５
日
（
木
）
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ
作
品
展
示 

（
東
京
マ
ル
イ
美
術
） 

▼
６
日
（
金
）
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ 

-

成
川
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン-

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催 

▼
７
日
（
土
）
桜
・
さ
く
ら
・
花
し
ょ
う
ぶ 

-

成
川
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン-

開
催 

▼
１２
日
（
木
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー
森
山
作
品
返
却 

（
館
長
／
弘
前
） 

▼
１３
日
（
金
）
美
術
館
屋
根
補
修
説
明 

（
生
涯
学
習
課
） 

▼
１４
日
（
土
）
友
の
会
監
査
（
美
術
館
２
階
） 

▼
１５
日
（
日
）
七
彩
会
総
会
（
美
術
館
２
階
） 

▼
２１
日
（
土
）
～
２２
日
（
日
） 

鷹
山
美
緒
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
２３
日
（
月
）
京
都
「
え
き
」
来
館 

▼
２８
日
（
土
）
西
沢
立
衛
講
演
会 

（
遠
藤
・
織
川
／
十
和
田
） 

▼
３０
日
（
月
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 
 
 
 
 

「
パ
ス
テ
ル
で
咲
か
せ
る
桜
」 

 
 
 
 
 
 
 

講
師 

佐
伯 

知
美
氏 

  

◆
５
月
◆ 

▼
２
日
（
水
）
八
戸
市
立
根
城
公
民
館 ３２

名
来
館 

▼
３
日
（
木
）
～
５
日
（
土
） 

鷹
山
美
緒
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
７
日
（
月
）
収
蔵
資
料
監
査 

（
理
事
長
・
常
務
理
事
・
監
事
・
館
長
・
遠
藤
） 

▼
１０
日
（
木
）
会
計
監
査 

（
常
務
理
事
・
監
事
・
館
長･

成
田
） 

▼
１１
日
（
金
）
ふ
る
さ
と
納
税
打
合
せ 

（
館
長
・
商
工
観
光
課
） 

▼
１２
日
（
土
）
理
事
会 

▼
１３
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
１７
日
（
木
）
全
国
美
術
館
会
議
総
会 

（
遠
藤
／
富
山
） 

▼
１９
日
（
土
）
友
の
会
役
員
会 （

杉
屋
敷
奥
山
） 

▼
２３
日
（
水
）
ＣＭ
作
品
撮
影 

（
ＲＡＢ
内
山
・
一
戸
） 

▼
２４
日
（
木
）
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ 

連
携
機
関
連
絡
会
議 

（
館
長
／
美
術
館
２
階
） 

鹿
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
引
取 

（
遠
藤
・
對
馬
／
青
森
） 

▼
２７
日
（
日
）
評
議
員
会 

▼
２９
日
（
火
）
青
森
県
博
物
館
等
協
議
会
総
会

（
館
長
／
県
立
郷
土
館
） 

 
 
 
 
 
 

美
術
館
屋
根
点
検
（
石
川
設
計
） 

▼
３１
日
（
木
）
RAB
ラ
ジ
オ
生
放
送
中
継 

  

◆
６
月
◆ 

▼
１
日
（
金
）
ふ
る
さ
と
納
税
打
合
せ 

（
カ
メ
イ
（
株
）
・
館
長
・
成
田
） 

▼
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
） 

鷹
山
美
緒
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
７
日
（
木
）
消
防
設
備
点
検
（
昭
和
電
気
） 

▼
８
日
（
金
）
自
動
ド
ア
点
検
（
ナ
ブ
コ
） 

▼
９
日
（
土
）
友
の
会
総
会 

▼
１０
日
（
日
）
友
の
会
研
修
旅
行 

 

（
青
森
県
立
美
術
館
・
常
田
健  

土
蔵
の
ア
ト
リ
エ
美
術
館
） 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
ク
イ
リ
ン
グ
で
作
る
花
菖
蒲
」 

講
師 

佐
伯 

知
美
氏 

▼
１３
日
（
水
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
打
合
せ 

（
織
川
／
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
） 

▼
１５
日
（
金
）
屋
根
改
修
工
事
現
地
調
査 

（
生
涯
学
習
課
・
石
川
設
計
） 

▼
１６
日
（
土
）
八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
客
員
教
授 

三
村
三
千
代
講
演
会 

 
 

演
題
「
日
本
人
と
桜
」 

▼
１７
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
１９
日
（
火
）
県
観
光
連
盟
総
会 

（
館
長
／
青
森
） 

「
椿
展
」
打
合
せ 

（
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
・
反
町
氏
） 

 
 
 
 

社
会
教
育
訪
問 

（
上
北
教
育
事
務
所
） 

▼
２１
日
（
木
）
子
育
て
サ
ン
サ
ン
ル
ー
ム
長
者 

２２
名
来
館 

▼
２７
日
（
水
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前
授
業 

（
遠
藤
／
城
南
小
学
校
） 

▼
２８
日
（
木
）
七
戸
町
立
天
間
林
中
学
校 

2
名
職
場
体
験 

▲友の会会員の皆様と記念に 

「はい、チーズ！」 

▲「ミムラン」人気凄いです！！ 

 大坂からのファンも駆けつけ

て下さいました 
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今
回
は
筆
者
が
述
べ
た
「
宇
一
（
敬
称

略
）
の
描
い
た
蝶
の
数
」
の
中
で
、
予
告

し
た
通
り
同
定
で
き
た
蝶
の
種
類
と
数
を

示
し
て
、
宇
一
が
好
ん
で
描
い
た
の
は
何

と
い
う
蝶
な
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ

は
２
月
の
時
点
で
終
え
た
「
鷹
山
宇
一
画

集
」
（2

0
1
4

）
と
「
鷹
山
宇
一
素
描
集
」

(
1
9
9
9
)

の
カ
ラ
ー
図
版
、
油
彩1

2
4

点
、

素
描
８
点
の
計1

3
2

点
を
対
象
に
行
っ
た

同
定
作
業
の
結
果
、
日
本
産
蝶
類
以
外
は

明
ら
か
に
判
別
で
き
る
外
国
産
を
除
い
て

は
不
明
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
４
月
に
な
っ
て
宇
一
が
蝶

を
描
く
た
め
に
集
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
フ
ァ

イ
ル
と
宇
一
が
集
め
て
い
た
蝶
の
標
本
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
描
か
れ
た
蝶
の

再
同
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ

イ
ル
は
蝶
の
写
真
、
蝶
の
生
態
写
真
等
の

切
抜
き
が
貼
ら
れ
て
い
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳

４
冊
で
、
そ
の
内
容
は
日
本
の
蝶
か
ら
世

界
の
蝶
に
わ
た
り
、
ペ
ー
ジ
数
に
し
て2

5
6

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
し
た
。
し
か
も

フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
私
が
同
定
に
用
い
て

い
る
ポ
ー
ル
・
ス
マ
ー
ト
著
「
世
界
の

蝶
」
の
図
鑑
の
切
抜
き
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
蝶
の
展
翅
標
本
は
一
つ
の
箱
に
２
～

３
頭
づ
つ
収
納
さ
れ
た

cm

位
の
小
型

20

の
ボ
ー
ル
紙
製
ガ
ラ
ス
蓋
標
本
箱
が

箱
25

と

cm
×

cm

の
桐
製
標
本
箱
１
箱
の

40

30

計

箱
あ
り
、
合
計

頭
が
収
蔵
さ
れ
て

26

63

い
ま
し
た
。
日
本
産
の
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア

ゲ
ハ
２
頭
以
外
は
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、

東
南
ア
ジ
ア
、
南
米
な
ど
の
外
国
産
の
蝶

で
し
た
。
そ
こ
で
標
本
の
同
定
を
行
い
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た
蝶
の

写
真
等
を
参
考
に
し
て
急
遽
作
品
に
描
か

れ
た
蝶
の
再
同
定
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
科

種1
0

29

3

頭
、
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
科

種2
0
3

頭
、
シ

51

ロ
チ
ョ
ウ
科

種1
1
6

頭
、
シ
ジ
ミ
チ
ョ

17

ウ
科

種1
3
6
頭
、
そ
の
他

種

頭
で

30

6

9

し
た
。
そ
の
合
計
を

月
に
作
成
し
た
リ

2

ス
ト
と
比
較
す
る
と
、

月
の
時
点
で

2

75

種4
0
3

頭
で
あ
っ
た
も
の
が
再
同
定
に
よ

り1
3
3

種5
6
1

頭
に
増
え
、
種
数
で1

.
8

倍
、

蝶
の
数
で1

.
4

倍
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ジ

ミ
チ
ョ
ウ
科
を
除
い
て
は
外
国
産
の
同
定

種
が
増
え
て
お
り
、
特
に
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

科
は
日
本
産
を
上
回
り
ま
し
た
。

再
同
定
し
た
リ
ス
ト
を
も
と
に
宇
一
が

好
ん
で
描
い
た
蝶
の
ベ
ス
ト
テ
ン
を
表
に

示
し
ま
し
た
。
意
外
に
も
最
も
多
く
描
か

れ
た
蝶
は
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
の

頭
で
、
次

32

い
で
ア
カ
タ
テ
ハ
の

頭
で
し
た
。
第
１

27

位
、
第

位
を
占
め
た
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
と

2

ア
カ
タ
テ
ハ
で
す
が
、
両
種
の
み
が
描
か

れ
た
作
品
に
「
牧
歌
」
（1

9
5
8

年
）
（
写

真
）
が
あ
り
ま
す
。
作
品
に
向
か
っ
て
牛

の
口
の
左
側
に
ア
カ
タ
テ
ハ
、
右
側
に
モ

ン
キ
チ
ョ
ウ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
作
品

数
で
は
ア
カ
タ
テ
ハ
が

作
品
と
最
も
多

27

く
、
調
査
対
象
作
品
の
２
割
に
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ

は

頭
で
第

位
で
し
た
が
、
作
品
数
で

25

3

は

作
品
と
ベ
ス
ト
テ
ン
の
中
で
は
最

13
も
少
な
く
、
そ
の
理
由
は

頭
の
カ
ラ

6

ス
ア
ゲ
ハ
が
群
れ
飛
ぶ
「
波
濤
遊
蝶
」

（1
9
9
0

年
代
）
な
ど
の
作
品
の
よ
う
に

複
数
描
か
れ
た
作
品
が
多
い
た
め
で

す
。
第

位
か
ら

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

4

7

た
ヒ
メ
シ
ジ
ミ
、
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ
、
ベ

ニ
シ
ジ
ミ
、
ク
モ
マ
ツ
マ
キ
チ
ョ
ウ

は
、
い
ず
れ
も
小
さ
く
可
憐
な
蝶
で

す
。
宇
一
が
蝶
に
注
ぐ
愛
情
の
一
端
を

感
じ
さ
せ
る
蝶
た
ち
で
す
。
外
国
産
の
蝶

で
唯
一
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
が
第

位
の

8

ア
ポ
ロ
ウ
ス
バ
ア
ゲ
ハ
で
す
。
そ
の
名
の

ご
と
く
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
太
陽
神
ア
ポ
ロ

ン
に
由
来
す
る
蝶
で
す
。
ア
ポ
ロ
ウ
ス
バ

ア
ゲ
ハ
１
頭
の
み
が
描
か
れ
た
作
品
に

「
真
珠
」
（1

9
6
0

年
代
）
が
あ
り
ま
す
が
、

半
透
明
の
白
い
翅
に
赤
い
斑
紋
を
あ
し
ら

っ
た
姿
は
自
然
の
造
形
美
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

次
回
宇
一
が
好
ん
で
描
い
た
蝶
の
ベ
ス

ト
テ
ン
の
中
か
ら
何
種
類
か
を
選
ん
で
、

そ
の
蝶
の
特
徴
、
生
息
環
境
、
生
態
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「牧歌」 油彩
1９５８年 第４３回二科展

（表）宇一が描いた蝶ベストテン
順位 蝶の数 作品数 蝶の種名 科名 翅の色彩 備考

（頭） （点）

１ ３２ ２４ モンキチョウ ｼﾛﾁｮｳ科 黄

２ ２７ ２７ アカタテハ ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 赤 (＊１)

３ ２５ １３ カラスアゲハ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 黒

４ ２４ １７ ヒメシジミ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 青 (＊２)

５ ２２ ２１ ツマキチョウ ｼﾛｳﾁｮｳ科 白

６ ２２ １９ ベニシジミ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 赤（橙）

７ ２０ １９ クモマツマキチョウ ｼﾛﾁｮｳ科 白

８ １８ １８ アポロウスバアゲハ ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 白

９ １７ １７ アオタテハモドキ ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 青

１０ １７ １６ ゴマシジミ ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 青

（注）蝶の分類は人為的なもので、その時代の権威により異なります。ここでは

現在の分類体系に従い、シロチョウ科、アゲハチョウ科、タテハチョウ科、

シジミチョウ 科、セセリチョウ科の５科を採用しました。

(＊１) ヨーロッパアカタテハを含む。

(＊２) ヒメシジミには類似種が２種類（ミヤシジミ、アサマシジミ） 存在。

「牧歌」 部分

左：アカタテハ 右：モンキチョウ
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～平成３０年度秋の研修旅行のご案内～

ȸ୨ΨΆͥా֔ࠚȆືঔȆ༠ࣞۻર͈ၫˏۼȹ
平成３０年度友の会秋の研修旅行をご案内致します。

本年度は多くの美術館が存在する軽井沢、小布施、穂
高を巡るアートの旅を企画致しました。皆様のご参加をお
待ちしております。
また、平成３１年度友の会設立２５周年記念事業として

オーストリア・チェコ等中欧への美術鑑賞の旅を計画し、具
体的な日程等を検討中です。１２月発行の会報第９３号で
募集開始の予定です。

平成３０年度 秋の研修旅行案内

日 時：平成３０年１０月２日（火）～４日（木）
研修先：群馬県内・長野県内

参加費： ８０，０００円（ＪＲ代を除く）

募集人員：先着２０名（最少催行人員は１５名）

申込締切日：平成３０年 ８月１０日（金）

旅行説明会：平成３０年 ８月２５日（土）13:00～

申込先・問い合わせ先：鷹山宇一記念美術館

※詳細は、同封チラシをご覧下さい。

研修行程（予定）
１日目:東北新幹線～大宮乗換～軽井沢
～昼食後フリータイム～ホテルで夕食

〇軽井沢プリンスホテル泊
２日目:貸切バス～無言館～信州小布施
北斎館ほか～長野市～ホテル

〇ホテルメトロポリタン長野泊
３日目：貸切バス～ちひろ美術館～碌山美
術館～上田～大宮乗換～東北新幹線

※ＪＲ乗車券等は「大人の休日倶楽部」会員
証を利用して各自又は代理で別途購入。

小布施 北斎館

碌
山
美
術
館

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

平
成

年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
お
力

29

添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

早
速
に
更
新
及
び
新
規
入
会
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た

会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
も
終
わ
り
新
年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
皆
様

に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
特
に
新
規
会
員
の
勧

誘
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の

郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
主
催
事
業
概
要

①
県
内
外
美
術
研
修
紀
行
（
年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
研
修
旅
行
（
数
年
ご
と
に
実
施
）

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
へ
の
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
（
年
４
回
）
発
行

⑥
そ
の
他
（
美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（
個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り
本
人

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引
（
除
外
品
有
り
）

③
研
修
会
、
講
演
会
へ
の
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
へ
の
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
年
間
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（
個
人
・
法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・
法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
年
間
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
「
招
待
券
」
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成

年
度
友
の
会

３１

設
立

周
年
記
念

25

【

中
欧
四
カ
国

世
界
遺
産
・
芸
術

鑑
賞
の
旅

】
!

中
世
の
香
り
漂
う
中

欧
四
カ
国
チ
ェ
コ
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ロ
バ

キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を

巡
る
企
画
で
す
。
世
界

遺
産
プ
ラ
ハ
歴
史
地
区

や
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮

殿
、
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術

史
博
物
館
鑑
賞
の
ほ
か

ド
ナ
ウ
川
チ
ャ
ー
タ
ー

ク
ル
ー
ズ
、
音
楽
の
都

ウ
ィ
ー
ン
で
コ
ン
サ
ー

ト
鑑
賞
な
ど
、
ゆ
っ
た

り
と
巡
る
８
日
間
の
旅

で
す
。
催
行
は
平
成
31

年

月
の
予
定
で
す
。

6本
年

月
発
行
の
会

１２

報
第

号
で
詳
細
な
日

９３

程
発
表
と
チ
ラ
シ
を
同

封
し
て
募
集
を
開
始
致

し
ま
す
の
で
、
ご
期
待

下
さ
い
。

編

集

後

記

★
会
報
第

号
を
お
届
け

91

し
ま
す
。

総
会
も
終
わ
り
新
た
な

気
持
ち
で
美
術
館
を
応
援

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
今
ま
で
以

上
に
友
の
会
の
継
続
と
発

展
の
た
め
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
照
井
壽
一
）


